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新 しく開発された ピリドンカルボン酸系抗菌剤であるT-3262を 各種呼吸器感染症に使用 し,そ

の臨床効果と副作用を検討 した。対象は17例 で男性7例,女 性10例,年 齢は32歳 か ら84歳

までで,平 均55.0歳 であった。感染症の内訳は急性咽頭炎2例,急 性気管支炎10例,急 性肺炎

4例,慢 性気管支炎の急性増悪1例 であった。薬剤投与方法としては原則 としてT-32621回150

mgを1日2回 経口投与 した。投与日数は副作用のため1回 のみで中止した1例 を除 くと4～21日

間,平 均8.6日 間 であった。

臨床効果の判定不能であった1例 を除いて急性咽頭炎2例,急 性気管支炎10例,急 性肺炎3例,

慢 性気管支炎の急性増悪1例 ではいずれも有効であ り計16例 全例が有効以上で,有 効率は100.0%

であった。起炎菌を同定 し得た3例 ではいずれも菌消失をみた。副作用は17例 中1例(5.9%)に

おいてみられ,こ の例では本剤投与10分 後に眼瞼の浮腫と発疹をみた。本剤投与前後における臨

床検査値 ではGPTの 上昇 が2例(GPT15→401U,GPT21→331U),LDHの 上昇が1例

(LDH321→4431U)で 認 められたが,い ずれも一過性であった。

これ らの結果か ら本剤は呼吸器感染症において有用な薬剤と考えられた0
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T-3262は 近 年,富 山 化 学工 業(株)に お い て 新 し く開

発 され た 合 成 ピ リ ドン カル ボ ン酸 系抗 菌 剤 で,ノ ル フ ロ

キ サ シン,オ フ ロキ サ シ ン,シ プ ロ フ ロ キサ シ ンな どの

従来 の ピ リ ドン カル ボ ン酸 系 抗 菌 剤 よ り強 力 な 抗 菌 力 を

有 してい る。T-3262の 化 学 構 造 式 はFig1に 示 した 通

りで あ る。

T-3262のin vitroに お け る抗 菌 ス ペ ク トラ ムは グ ラ

ム陰 性 菌 の み な らず,グ ラ ム陽 性 菌,嫌 気 性菌 に もお よ

ん で お り,さ らにin vivoで の 感 染 治 療 効 果 も 優 れ て

い る1)。

我 々は この よ うな 基 礎 的 評 価 を ふ まえ,内 科 領 域 の各

種 呼 吸 器 感 染 症 に お い て 本 剤 の臨 床 的検 討 を行 な った の

で,そ の 成 績 を 報 告す る(

Fig. 1 CI-cmcal structure of T-3262.

1.対 象並びに方法

投与対象は昭和61年7月 から昭和62年3月 までの間

に,川 崎市立川崎病院内科に通院または新入院 した患者

で,男 性7例,女 性10例 の計17例,年 齢は32歳 か

ら84歳 にわた り,平 均55.0歳 であった。

感染症の内訳は急性咽頭炎2例,急 性気管支炎10例,

急性肺炎4例,慢 性気管支炎の急性増悪1例 であった。

薬剤投与方法と してはT-32621回150mgを1日

2回 経口投与 した。投与日数は後述する副作用のため1

回 のみで中止 した1例 を除 くと4～21日 間,平 均8.6日

間 であった。投与総量は1,200mgか ら6,300mgで あ

った。

効果判定は細菌学的には菌の消失をもって有効とし,

臨床的には発熱,喀 痰性状,喀 痰量などの臨床症状およ

び胸部 レントゲン所見,血 沈,CRP,白 血球数などの検

査所見の改善から著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階

に判定 した。

II.成 績

症例の一覧表をTable1に 示 した。

症例1,2は 急性咽頭炎例で症例1は 基礎疾患として

鉄欠乏性貧血を有 していた。いずれも起炎菌を明らかに

*〒210川 崎市川崎区新川通12-1
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することはできなかったが,臨 床的には有効であった。

症例3か ら症例12は 急性気管支炎例で症例8は 高血圧

を,症 例9は 糖尿病と貧血を基礎疾患と して有 して い

た。いずれも喀疾培養では常在菌のみ検出され,起 炎菌

は不明であったが,臨 床的には有効であった。症例13,

16は 急性肺炎症例で症例16は 基礎疾患 として慢性気管

支炎 と慢性肝炎を有 していた。 いずれ も喀疾培養では

Haemophilus inflmnzae(H.influenzae)が 検出され

たが,本 剤投与にて除菌され,細 菌学的にも臨床的にも

有効であった。症例14は 同じく急性肺炎症例で基礎疾

患 として糖尿病を有 していた。喀疾培養では常在菌のみ

検出され,起 炎菌を明らかにすることは で きなかった

が,臨 床的には有効であった。症例15は 高血圧 と慢性

腎炎を基礎疾患として有する急性肺炎症例で,本 剤初回

投与約10分 後に左眼瞼の著明な浮腫と膨隆疹i掻 痒感,

眼球結膜の充血が出現したため,直 ちに本剤の投与を中

止 した。 したがって,本 例は臨床効果判定からは除外 し

た0症 例17は 心不全を基礎疾患 として有する慢性気管

支炎の急性増悪例で喀疾培養にてKlebsiella Pneumo-

niae(K.Pneumoniae)が 検出されたが,本 剤投与にて

除菌され,細 菌学的にも臨床的にも有効であった。

臨床効果の判定において急性咽頭炎2例,急 性気管支

炎10例,急 性肺炎3例,慢 性気管支炎の急性増悪1例

の計16例 の臨痢的評侮は全例有効で有効率は100.0%

であ った。

代表的な症例を2例 示す。

症 例11M.H.,40歳,女(急 性気管支炎)

昭和62年2月26日 よ り39℃ 台の発熱,咳 漱,喀 疾

が出現し,2月28日 当院受診。胸部レ線では異常なく,

急性気管支炎と診断された。T-32621回150mg,1日

Fig. 2. Case 11 M. H. 40 y. o. female: acute

bronchitis.

2回 経 口投与で1日 後に解熱し,咳 漱,喀 疾 も3日 後に

消失,有 効と判定された。喀疾培養では常在菌のみ検出

され,起 炎菌は不明であった(Fig2)。

症 例16H.W.,44歳,男(急 性肺炎)

昭和55年 か ら慢性気管支炎にて通院加療中であった

が,昭 和62年3月5日 より咳嗽が増強し,発 熱,悪 寒,

戦標,膿 性疾が出現したため,3月10日 当院受診。胸部

レ線で右下肺野に浸潤影を認め,急 性肺炎と診断され,

入院 した。入院後マクロライド系抗生剤を投与されたが

解熱せず,胸 部 レ線陰影も悪化したため本剤1回150mg

1日2回 経口投与に変更 した。 本剤開始2日 後に解熱

し,4日 後には咳嗽,膿 性疾も改善して,14日 後の胸部

レ線では浸潤影はほぼ消失,有 効と判定された。喀疾培

養ではH.influenzaeが 検出されたが,本 剤投与にて除

菌された(Fig3)。

III.副 作 用と臨床検査値異常

本剤投与中に本剤によると思われる副作用が17例 中

Fig. 3. Case 16 H. W. 44 y. o. male: acute pneumonia (chronic bronchitis,

chronic hepatitis).
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1例(5.9%)に み られた。症例15の 高血圧 と慢性腎炎

を有する急性肺炎症例において,本 剤初回投与約10分

後に全身症状は認めなかったが,左 眼瞼の著明な浮腫と

膨隆疹,掻 痒感,眼 球結膜の充血が出現 した。直ちに本

剤投与を中止 して,対 症療法 としてグリチルリチンの内

服 と静脈注射を施行 した ところ,約19時 間後にこれら

の症状は消失 した。なお,本 例はモノバ クタム系抗生剤

による薬疹の既往を有 していた。その他の症例では本剤

によると思われる副作用はみられなかった。

本剤投与前後に施行 した末梢血,肝 機能,腎 機能など

の臨床検査値はTable2に 示 した通 りである。症例7,

13で は本剤投与後にGPTの 上昇(GPT21→331U,

GPT15→401U)が,ま た,症 例11で はLDHの 上

昇(LDH321→443IU)が み られたが,い ずれ も一過

性であった。

IV.考 案

ピリドンカルボン酸系の経 口抗菌剤で殺菌的に作用す

るT-3262は,こ れ までの基礎的検討からStaphylo-

coccus aureus(S.aureus),Streptococcus sp.,Ente-

rococcus frecalis(E.faecalis)を 初め とした グラム

陽性菌,さ らにはブ ドウ糖非醸酵 グラム陰性桿菌 嫌気

性菌などに良好な抗菌力を有 している1)こ とが知られて

いる0

今回,我 々はこのような基礎的評価をふまえた上で,

T-3262を 急性咽頭炎2例,急 性気管支炎10例,急 性

肺炎4例,慢 性気管支炎の急性増悪1例,計17例 の各

種内科領域呼吸器感染症に投与 した。その結果,効 果判

定の可能であった16例 では100.0%と い う優れた有効

率を得た0こ の成績は本剤が経 口剤であるために,投 与

症例が全て中等症以下であったことを考慮 してもきわめ

て優れたものであったといえる0し か し,17例 中1例 で

はあるが,軽 度の即時型アレルギー症状と考えられる副

作用が認められたことは今後注意 しながら,更 に検討を

重ねていく必要があるといえよう0な お,本 剤投与中に

おける臨床検査値の異常は3例 でみられたが,い ずれも

軽度で一過性であった。

以上 より,T-3262は 呼 吸器感染症において十分有用

と考えられ,今 後の更なる検討に値する抗菌剤であると

思われた。
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A new pyridone-carboxylic acid derivative, T-3262, was administered for 4-21 days at a daily dose
of 300 mg to 17 patients, cases included 2 of acute pharyngitis, 10 of acute bronchitis, 4 of acute

pneumonia and 1 of acute exacerbation of chronic bronchitis.
Clinical effect was good in 16 cases and undetermined in 1. The total efficacy rate was 100. 0%.
As regards side effects, palpebral edema and skin eruption were observed in 1 patient with acute

pneumonia. Laboratory findings revealed slight elevation of S-GPT in 2 patients and of LDH in 1
patient.


